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昨年度は、この３年間中止となってきた「お祭り広場」「市民大運動会」

「市民文化祭･芸能祭」「合同新年会」が開催されました。皆様のいきいきと

した活気ある表情をたくさん見ることができ、うれしく思います。

昨年度、久々に実施できた行事ですが、これらの行事を運営する役員の高

齢化や人手不足は否めず、また、コロナウィルス、インフルエンザの脅威が収まった訳ではない

ので、今後、行事の実施について、内容や方法を検討していく必要がありそうです。

公民館としましては、主催事業をはじめ、多くの共催事業が充実した内容、方法で実施できる

よう準備を進めていきたいと思います。これからも、地域の皆様に親しまれ、地域の発展に寄与

できる公民館となるよう、職員一同、頑張って参りますので、どうぞよろしくお願い致します。

公民館だよりは、｢回

《令和６年度 公民館職員紹介》 覧｣でご覧いただいて

館 長 佐藤 俊彦 いますが、橘地域公民

主 事 中井 初江 近藤さとみ 館のホームページでもご覧いただ

〃 安中 路子 くことができます。右記QRコ

社会教育補助員 日下 律子 穴澤 きい ードを読み込むか､｢橘地域公民

館｣で検索をかけてご覧下さい。

◇橘お祭り広場 9/21（土）

◇橘地区市民大運動会 10/ ６（日）

◇少年の主張コンクール 11/ ９（土）

現在のところ、例年同様の行事を計画しております ◇橘地区市民芸能祭 11/ ９（土）

（右記参照）が、今後の新型コロナウィルス感染拡大 ◇橘地区市民文化祭 11/９(土)10(日)

状況等により、中止、または規模･内容･方法等を変え ◇橘地区合同新年会 １/11（土）

て実施することも考えられます。今後の役員会等で決 ◇もちつき体験 2/ １（土）

定していくことになりますのでご了承下さい。変更等

があった場合、たより等でお知らせ致します。

昨年度は、館内wi-fi拡張工事

に続き、「トイレの洋式化」と「手洗い自動水栓化」の工事

が行われ、また、駐車場の白線も引き直されました。より

使いやすい公民館になりました。

第104号

私たちの町 ふるさと橘 むすび合って 支えあって

各種工事完了!!



今年度も、皆様の期待に応

えるべく、様々な講座を準備致しました。新し

いことを学んだり、新たなことに挑戦したりし

て、人生を豊かなものにしてみませんか？

橘ときめき大学（６月～12月 全６回） 橘わくわくスクール

（７月末に２日、11月～２月に３回）

郡山の歴史や倫理学、運動生理学、さらには

音と生活の関わりなどについて、大学教授等専 小学生を対象に、プログラミングや食育講座、

門家の方々から学びます。 簡単な料理(お菓子作りなど)を行います。

橘いきいき講座（６月～12月 全７回） 来月､｢橘わくわくスクール｣以外の３講座の

募集チラシを回覧致します。募集定員に限り

がありますので、お早めにお申し込み下さい。

知識や技能の習得をはじめ、趣味の拡大や健

康増進、地域学びと仲間づくりを行います。 小学生の皆さん、今

年も楽しい行事を計画
橘おとこ塾（６月～12月 全８回）

しました。大勢の参加

を待っていますよ｡

① ７月 ６日(土) 親子ハイキング
『集う･作る･味わう･楽しむ』をモットーに、

②１１月 ９日(土) 少年の主張コンクール
からだメンテや歴史学習、料理に加え、地域ボ

③１１月３０日(土) オセロ大会
ランティア活動などを行います。

④１２月２４日(火) 書き初め

○数字は原則活動する週です

午前（9:00～13:00） 午後（13:00～17:00） 夜間（17:00～21:00）

月 レッツ３B体操クラブ ①②③ 自彊術愛好会 ①②③

スポーツ民踊橘支部 ①②③

橘ピンポン愛好会 ①②③④ 橘健康麻雀倶楽部 ①②③④ うつくしま連 ①②③④

火 橘うたの会 ②④ 花 栄 会 ①②③

橘フラクラブ ②③④

水 橘囲碁愛好会 ①②③④ 東水流橘詩吟クラブ ①④

木
橘社交ダンスクラブ ①②③ 地域団体会議日

詩吟橘クラブ ①②③

金
たちばな卓球クラブ ①②③④ 祥 扇 会 ①②③

あさか野吹矢クラブ ①③④

絵と書の会クラブ ①③

土 たちばな花の会 ①②③

橘フォトクラブ ④

日 桑野小天狗会①（午前･午後） 桑野小天狗会①（午前･午後）

自彊術愛好会 ①②④

ク ラ ブ 活 動 の 紹 介

自分磨きと地域の仲間づくりを行い、健康で
楽しい生活が送れるようにしていきましょう

学ぶ楽しさを味わい、学んだことを自分
の生き方や地域に生かしていきましょう 学校や家庭とは違った体験や活動を

して創造性や協調性を養おう

様々なことにチャレンジし、いつも
生き生きとした生活を送りましょう

予定されている
青少協事業


